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 「フレイル予防」の市民認知度をさらに上げていくために・・・ 

（資料出所）平成30年度柏市まちづくり推進のための調査（平成30年６～７月調査実施） 

（参考）フレイルを知っている人（浸透度）の割合（健康とくらしの調査） 平成28年度：13.4％ 
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 フレイル予防啓発作業部会の今年度の方針 

フレイル予防の効果的な周知啓発活動を進めていくために・・・ 
 
 ① 全世代型 
   ⇒ フレイルチェックの継続的な実施などにより，65歳以上のメイン

ターゲット層の認知度はここ数年で倍増。認知度の低い高齢者以
外の層への働きかけも視野。 

 
 ② 意識付け（聞いたことがある・目にしたことがある） 

   ⇒ 比較的新しい用語と捉えられているため，まずは，「フレイル」と
いう用語だけでも見たり聞いたりしたことがある人を増やすための機
会を増やす。 

 
 ③ 連携 
   ⇒ 庁内外のフレイル予防に関わるプレーヤーの連携を一層強化

し，フレイル予防活動の実効性を高めていく。 5 



  柏駅利用者へのアピール強化 

・ 昨年度に引き続き，柏駅東口にてフラッグや横断幕を掲出するほか，ダブルデッキ以外の部
分でも啓発を実施予定。（協力：柏市まちづくり公社） 
・ 柏駅利用客（JR：約13万人）に対しての訴えかけを強化。 

（東口ダブルデッキフラッグ 今年度デザイン） （柏駅構内横幕） 

（東口ダブルデッキ横断幕） （その他の広報実施予定箇所の例） 

①全世代型 ②意識付け 
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 市公共施設等を活用した市内全域での展開 

 ・ 前回（3/28）の進委員会において，委員より，「各近隣センターにのぼり旗を立てて，フレ
イルの文言だけでも見えるようにしてはどうか」という意見があった。 

 ・ 地域支援課の協力のもと，５月より順次，各近隣センターや地域包括支援センター，市内
公共施設等にフレイル予防啓発ののぼり旗を設置。 

（光が丘近隣センター） 
今年度の設置場所 設置数 

 各近隣センター ２１ 

 地域包括支援センター １１ 

 柏地域医療連携センター １ 

 柏市役所 １ 

 ウェルネス柏 １ 

 老人福祉センター ３ 

 その他（布施新町いきいきネット

ワーク） 

３ 

計 ４１ 

（アミュゼ柏/中央近隣センター） 

①全世代型 ②意識付け 
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 子・親世代への周知・広報 

 ・ 高齢者以外の認知度を向上させるために，フレイル啓発漫画等も活用しつつ，わかりやすい
チラシ等を作成し，小中学校を通して配付を検討。 

 ・ 漫画のメインキャラクターには，アニメキャラクター，フレイル予防キャラクター（必要に応じて募
集），カシワニなどが候補 

①全世代型 ②意識付け 

（漫画イメージ：かしわ家 在宅医療ものがたり） 

・柏市立小学校児童数： 計 ２２，１１６名 

・柏市立中学校児童数： 計  ９，８５７名 
              ＜令和元年５月１日現在＞ 
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 視覚に訴える広報活動 

• フレイルチェックの様子などを盛り込んだ広報動画を作成し，柏駅周辺や市役所内等での放映
，ホームページ等へ掲載を予定。 

• 線路沿いという柏市役所の立地も活用し，市役所利用者だけではく，ＪＲ常磐線の乗客に
も「フレイル予防」をアピールできるような広報を実施予定。（庁舎ラッピングなど） 

（動画イメージ） 

（掲示箇所イメージ） 

※ 線路から見える側の執務室の
窓，壁などを想定 

①全世代型 ②意識付け 
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•  関係団体と連携し，イベント時におけるのぼり旗等の掲揚や，リーフレット等でのエンブレム使
用等を実施。（引き続き，様々な機会を活用した周知の取組にご協力いただきたい。） 

•  主に無関心層をターゲットに，日常生活の中でフレイル予防に取り組んでいただけるよう，昨
年度に引き続き，民間事業者との連携を検討。 

•  スポーツ課と連携を強化し，体力年齢診断との連動を予定。 

 庁内関係部署・関係機関と連動した取組 

（体力年齢診断） 
＜昨年度の例＞ 

（東葛北部在宅栄養士会） 
（フレイル予防ライブトークイベント） 

（協力：イオン株式会社） 

⇒ 65歳以上の体力年齢診断参加者
に対し，フレイル予防の案内や
フレイルチェックの誘導など 

①全世代型 ③連携 
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２ フレイル予防ポイントについて(素案)  
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○ 庁内関連部局への積極的関与と連動 
 ・ 市民のフレイル予防活動の受け皿となる，健康づくり，スポーツ，生

涯学習，食等，フレイル予防に資する事業所管部局，特に，フレイル予
防プロジェクト推進委員会や健康づくり業務庁内連絡会に参加している
部局の前向きな協力が不可欠。 

 ・ そのために必要なしかけとなる，具体的な事業も必要ではないか。 
 
 

○ 日常生活の中で「フレイル予防」に取り組めるまちづくり 
 ・ 無関心層も巻き込めるよう，民間事業者とのタイアップ（商業部門）

，外出しやすいまちづくり（都市部門）など，日常生活に「フレイル予
防」を溶け込ませる工夫も，一層進める必要があるのではないか。 

 これまでの経緯 

  「気軽に参加できる」，「フレイル予防活動に参加する後押しとなる（
インセンティブ）」，「まち全体に広がりのある取組となる」といった効
果を期待し，幅広いフレイル予防活動に参加した市民に，電磁ポイントを
付与するフレイル予防ポイントを導入できないか？ 

①全世代型 ③連携 
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・ 年々登録者が増加、奨励金交付事務が特定時期に集中し，年々増大する事務負担
の軽減が課題。 

・ これを契機に，介護支援サポーターのみならず，フレイル予防事業全体の連動性
を強められないか。 

契機は柏市介護支援サポーター制度 
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H26－H28活動状況（平均回数のグループの中央値）（回） 

相関係数-0.61 

 平成26年度から28年度までの活動状況（平均活動回数）ごとにグルー
プ化し，グループごとのH29時点の認定率を算出。 
 グループの中央値と認定率との間に，強い負の相関が見られ，活動回数
が多いほど認定率が低い傾向がある。 

・65歳以上市民の社会参加促進を 
 目的に実施。 
 

・介護保険会計で実施、給付を未 
 使用の高齢者へのインセンティ 
 ブの意味合いも有り。 
 

・平成22年度開始、登録者は毎年 
 増加し、現在約1,400人。 
 

・登録施設等で1時間の活動につき 
 スタンプ1個付与。(1日2個まで) 
 

・スタンプ10個で1,000円、上限額 
 5,000円を奨励金として交付。 
 

・フレイル予防に一定の効果がある 
 と思われるため、継続したい。 

介護支援サポーター評価資料より抜粋 
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フレイル予防ポイントのイメージ 

• このような課題を解決する手段として，フレイル予防ポイントの創設を検討。 
 
• フレイル予防活動（ボランティア，健康増進活動など）に参加した市民に「フレイル予防ポイン
ト」を付与。貯まったフレイル予防ポイントは、汎用的なポイントへの交換を想定している。 
 

・ 制度の実現に際して，どのようなかかわり方が可能かも含めて御意見をいただきたい。 
 

市からカード
を発行 

（大まかなイメージ） 様々なフレイル予防活動に参
加して，ポイントを集める 

貯まったポイントを買
い物等に利用 

貯まったポイントを電子マネ
ーのポイント等に交換 

※ 想定される事業 
 ・就労，健康セミナー参加 
 ・ボランティア活動 
 ・スポーツイベント     etc          
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